















































Development and Evaluation of “Team Teaching by Oneself”Method in 
Information Processing Education
- A Trial Educational Improvement using VTR in which Teacher herself 
make comments -
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を受けることは，広く知られている (Seiz & Schmann-



















参加者：Ｂ大学の４つの学部の１年生計 176 名（男 87 名，
女 89 名）。年齢は男性平均 18.81 歳，SD=1.17, 女性
































PowerPoint と HTML（11 ～ 14 回目），テスト（15 回目）
の流れであった。
表 1. 実施された授業カリキュラムの内容





03 回 電子メールの利用法（Thunderbird Portable）
04 回 電子メールの利用（Web メール）WWW のしくみ，Web ブラウザと検索
05 回 Word(1) 起動と終了，文書編集基本操作 1
06 回 タッチタイピング実力確認（1 回目）Word(2) 文書編集基本操作 2，表の作成








12 回 撮影写真の取り込み，ファイルサイズ縮小HTML(1)　HTML の基本　　
































Word で文書作成，⑤ Excel で作表・グラフ作成，⑥
PowerPoint でプレゼン作成，⑦プレゼンテーションの




















































利用端末（利用頻度） 0 1 2 3 4
①スマートフォン 4 0 2 20 150
②タブレット端末 149 10 8 5 4
③携帯電話      166 1 3 2 4




















































４ 月 に お け る CAS 得 点 は， 平 均 =2.7， 標 準 偏 差
=0.96 であった。７月では，平均 =2.6，標準偏差 =0.82
であった。４月と７月の CAS 得点を対応のあるｔ検定
で比較したところ，CAS 得点は４月よりも７月のほう
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情報処理教育における「一人ＴＴ」授業の開発と評価
で 1.0 ～ 1.3 あり ,VTR の効果について授業補助者が一
定の評価を下していたことが分かる。





























番号 内容 ４月 ＳＤ ７月 ＳＤ ｔ値 有意性
Q501 マウスで図形や絵を描く 3.3 1.33 3.9 1.02 6.78 ***
Q502 キー探さなくても文字入力可 2.7 1,21 2.9 1.09 2.57 *
Q503 PC で Web 情報を検索する 4.6 0.68 4.7 0.56 2.46 *
Q504 キーワード組合せ検索絞込む 4.4 0.97 4.6 0.68 2.98 **
Q505 電子メールを読み書きする 3.8 1.39 4.4 0.90 6.23 ***
Q506 電子メールの Cc を使う 2.1 1.32 3.2 1.26 10.89 ***
Q507 メールに添付ファイルつける 3.3 1.50 4.2 1.02 8.43 ***
Q508 ファイル復元できる形圧縮 1.8 1.18 3.2 1.18 13.56 ***
Q509  掲示板や SNS でネットに参加　 3.4 1.37 3.8 1.28 3.84 ***
Q510 ワープロで図表入った文書作成 2.9 1.25 3.9 1.07 10.20 ***
Q511  表計算ソフトで表やグラフ作る 2.6 1.21 3.7 1.07 12.34 ***
Q512  作成した文書をプリンタで印刷 3.8 1.25 4.3 0.98 5.02 ***
Q513 クラウド上のディスク領域を利用 1.7 0.98 2.7 1.10 11.07 ***
Q514 PC でビデオを編集する 1.6 1.11 2.4 1.20 8.91 ***
Q515 PC で動画を作る 1.6 1.07 2.2 1.26 6.97 ***
Q516 デジカメ画像を PC 取込 2.8 1.54 3.4 1.42 6.51 ***
Q517 静止画ファイルを編集 2.7 1.50 3.7 1.23 9.47 ***
Q518  簡単な Web ページを作成 1.7 1.09 2.6 1.19 10.41 ***
Q519 Web をアップロード（FTP） 1.5 0.91 2.3 1.03 10.09 ***
Q520 初心者に PC 使い方を説明 1.7 0.96 2.3 0.99 9.01 ***
Q521 ネット分かりやすく説明 1.5 0.85 2.0 0.99 8.08 ***
Q522 PC を組み立て解体する 1.1 0.36 1.4 0.71 4.75 ***
Q523 部屋にネットを設置 1.7 1.12 2.0 1.14 4.02 ***
Q524 適切メディアにデータ保存 2.3 1.27 2.9 1.19 6.89 ***
Q525 プレゼンで図表上手に使う 2.4 1.23 3.2 1.13 8.51 ***
Q526 PC で作曲や編曲する 1.4 0.80 1.8 1.05 6.31 ***
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表４．PC スキル活用スキル項目の最尤法／ Promax 回転による回転後の因子負荷量
項目 内容 因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 共通性
Q505 電子メールを読み書きする 0.932 0.008 -0.013 -0.105 0.756
Q507 メールに添付ファイル添付 0.798 0.005 0.128 -0.055 0.697
Q503 PC で Web 情報を検索する 0.702 -0.067 -0.121 0.036 0.427
Q504 キーワード組合せ検索絞込 0.658 -0.067 -0.110 0.071 0.401
Q509 掲示板 SNS でネットに参加　 0.492 0.085 0.168 0.006 0.414
Q512 作成文書をプリンタで印刷 0.480 -0.102 -0.008 0.357 0.488
Q520 初心者に PC 使い方を説明 0.127 0.826 0.010 -0.015 0.780
Q521 ネット分かりやすく説明 -0.033 0.805 0.015 0.040 0.679
Q522 PC を組み立て解体する -0.234 0.648 0.159 -0.158 0.398
Q523 部屋にネットを設置 -0.111 0.593 -0.043 0.090 0.337
Q524 適切メディアにデータ保存 0.099 0.522 -0.138 0.310 0.508
Q519 Web をアップロード（FTP） 0.093 0.508 0.268 -0.022 0.554
Q518 簡単な Web ページを作成 0.178 0.459 0.239 0.045 0.595
Q514 PC でビデオを編集する 0.024 -0.010 0.924 -0.030 0.833
Q515 PC で動画を作る -0.079 0.055 0.870 0.010 0.768
Q526 PC で作曲や編曲する -0.138 0.176 0.511 0.108 0.417
Q513 クラウド上のディスク利用 0.079 0.151 0.407 0.181 0.478
Q510 ワープロで図表入文書作成 0.043 -0.003 0.042 0.864 0.835
Q511 表計算ソフトで表グラフ作る -0.032 0.039 0.121 0.808 0.784
Q501 マウスで図形や絵を描く 0.230 -0.019 0.019 0.470 0.404
Q525 プレゼンで図表上手に使う 0.086 0.358 -0.012 0.467 0.605
Q517 静止画ファイルを編集 0.350 0.118 0.157 0.293 0.572
Q506 電子メールの Cc を使う 0.278 0.161 0.248 0.086 0.394
Q502 キー探さなくても入力可 0.142 0.250 0.125 0.144 0.290
Q508 ファイル復元できる形圧縮 0.180 0.200 0.281 0.196 0.488
Q516 デジカメ画像を PC 取込 0.331 -0.015 0.342 0.189 0.506
表５．PC 操作スキル調査の斜交解
　　　　　（プロマックス回転）の因子間相関
　 因子 1 因子 2 因子 3 因子 4
因子 1 1.000 　 　 　
因子 2 0.455 1.000 　 　
因子 3 0.528 0.707 1.000 　
因子 4 0.665 0.631 0.614 1.000
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表６．コンピュータ不安の変化（対応のあるｔ検定の結果）
番号 内容 ４月 SD ７月 SD ｔ値 p
Q601 コンピュータの前で仕事の手順をはっきりと意識できる 3.0 1.10 3.2 1.00 -3.44 <.001 
Q602 コンピュータを操作するのをできるだけ避けている 2.6 1.36 2.4 1.16 2.40 <.05
Q603 コンピュータを操作していても特に緊張しない 3.7 1.26 3.8 1.18 -0.38 　
Q604 コンピュータを利用する機会をいつも楽しみにしている 3.2 1.15 3.1 1.06 1.67 <.10
Q605 操作を失敗するのではないかといつも恐れている 2.8 1.32 2.6 1.16 2.67 <.01 
Q606 操作に対して PC がどんな反応をするか予測できる 2.6 1.02 3.0 0.93 -5.77 <.001 
Q607 コンピュータを使う時不安な気持になる。 2.6 1.33 2.4 1.17 2.33 <.001 
Q608 コンピュータを使うのは嫌いである。 2.3 1.20 2.3 1.19 0.14 　
Q609 コンピュータで仕事をするのは気分がいい。 2.9 1.09 2.9 1.00 -0.56 　
Q610 コンピュータに使うのが怖い。 2.2 1.20 2.2 1.09 0.86 　
表７．授業者ビデオの有条件と無条件に対する授業補助者による評価の比較（対応のあるｔ検定）
番号 内容 VTR 有 VTR 無 ｔ値 p
TA01 映像の利用 ( 不使用 ) に気づかなかった 1.0 1.0 0.00 　
TA02 授業が分かりやすくなった 4.0 3.0 0.68 　
TA03 授業がスムースに進んでいた 4.8 3.0 3.66 p<0.05
TA04 学生の作業の進み具合を確認できていた 3.5 3.3 0.29 　
TA05 講師が授業を進めやすくなっていた 4.8 2.8 4.90 p<0.05
TA06 講師による補足説明が適切になされていた 4.8 4.0 3.00 p<0.10
TA07 学生の授業に対する満足度が上がったと思う 3.8 2.8 0.93 　
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図１．一人ＴＴを想定したＰＣ演習室のデザイン
　　　後方にサブの講師席がある。カメラとマイクで学習者前方のスクリーンに投映する。
　　　学習者の活動を観察しながら資料提示，一人ＴＴのビデオ教材，画面上での操作法提示を行うことができる。
